
品質と価格のバランスが取れた調達 
のための企業実績評価に関する研究 
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企業評価とは？ 

M22 会計法 

S29 等級格付け導入 

入札契約制度と企業評価方式の流れ 

諸外国の企業 

評価方式 

S24 建設業法制定 
建設業登録制開始 

フランス 

イギリス 

アメリカ 

ドイツ  

T10 会計法 

M33 勅 令 

S46 建設業法改正 
S47 許可制へ移行 

H6 経審義務づけ 

  コリンズ開始 

H17 総合評価落札方式
を用いた一般競争入札
拡大 

H6 大規模工事
に一般競争入札
導入 

H17 公共工事 
   品確法 
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明治-大正-昭和 戦   後 現  在 

出来事 M22 会計法 S24 建設業
法 

S46建設業
法改正 

許可制
度等 

－ 登録制度 業種別許可
制度 

業種別許可制度 

定期的
資格審
査等 

－ S25 工事施
工能力審査 
S29 A～Ｅ等

の等級区分
開始 

S36 客観的

事項の審査
を法制化 

H6 経審の
義務づけ 

2年毎の経審と主観点の

合計により発注者が業種
別に等級区分 

工事毎
の資格
確認 

２年以上従事して
いること 

S58 指名基

準(公表) 
コリンズ開
始 

コリンズを活用して工事実
績を評価(工事成績評定
結果についてもﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
化) 

工事毎
の資格
確認等
での評
価項目 

個人の場合納税
額、法人の場合出
資額・払込資本金
額等により受注額
を制限 

WTO政府調達対象工事の
総合評価方式の場合､ 
1)価格 
2)客観点数 
3)過去の実績 
4)技術的優位性     等 

わが国の企業評価制度の変遷 

指名競争入札開始 一般競争入札導入 
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http://www.contractors-license.org/ 
5 

https://www.bpn.gov/ccr/ 
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https://www.sam.gov/portal/public/SAM/ 

http://www.cpars.csd.disa.mil/ccassmain.htm 

http://www.ppirs.gov/ 

http://www.cpars.csd.disa.mil/acassmain.htm 

http://www.cpars.csd.disa.mil/cparsmain.htm 
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9 
http://www.constructionline.co.uk/static/signup/sign-up-as-supplier-stage0.html 
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日本 アメリカ イギリス フランス 

許可
制度
等 

業種別建設業許
可制度 

各州の所管 
(州により登録制､免
許制､何もなし等） 

特になし 特になし 

定期
的資
格審
査等 

2年毎の経審と主

観点の合計によ
り発注者が業種
別に等級区分 

連邦工事について
はCCRに登録(毎年
更新) 

BIS所有の事前資格

審査ｼｽﾃﾑである
Construcitionlineへ
の登録（任意） 

土木工事について
はFNTPによる全国

公共工事業者登録
簿への登録 

工事
毎の
資格
確認 

工事実績を
CORINSに登録(工

事成績評定結果
もﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化) 

CCASS等からCPARS
を通じてPPIRSに集

約、入札ボンド等の
入札保障 

必要に応じ発注者
による実績評定を
Constructionlineに
提出 

必要に応じ発注者
による工事証明書
を含む専門能力証
明をFNTPに提出 

工事
毎の
資格
確認
等で
の評
価項
目 

WTO政府調達対

象工事の総合評
価方式の場合､ 
1)価格 
2)客観点数 
3)過去の実績 
4)技術的優位性 
等 

二段階選択方式の
第1段階で 
1)経験･技術的能力 
2)履行能力 
3)過去の実績 
第2段階で、価格と 
1)品質 
2)実施内容 
3)過去の実績 
4)工程 

選択方式の場合､
選択段階では 
1)経済･財務状況 
2)技術･専門能力 
落札段階では 

品質､価格､技術的
優位性等 

選択方式の場合､
選択段階では 
1)経済･財務状況 
2)技術･専門能力 
落札段階では 

品質､価格､技術的
優位性等 

企業評価プロセスと評価項目の各国比較 
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1970 

1990 

1980 

日本 

成績重視の世界的潮流 

1960 工事成績評定 

2000 

2010 

コリンズ 

テクリス 

CCASS 

ACASS 

CPARS 

PPIRS 

Construc 

-tionline Identification 

professionnelle, 

FNTP 

イギリス 

アメリカ 

フランス 
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先進諸国の企業評価方式 

１．建設業許可等はアメリカの 
      一部の州のみ 
２．企業の財務状況、工事実績等 
     を公的な機関へ登録 
３．工事ごとの参加資格の確認等    
      において､財務情報等の経営力 
  評価と工事実績等の技術評価 
４．入札参加し得る工事一件当た 
     りの上限額、あるいは工事の 
     総額を定めている事例あり 
５．企業の過去の実績（成績を含 
 む）を重視する傾向大 

１.業種別建設業 
 許可制度 
２.経審 
３.発注者毎に経 
 営力と技術力を 
 合計して等級格  
 付け 
４.等級により参 
     加し得る工事規 
     模を配分 
５.古くから過去 
     の実績（成績） 
     重視 

わが国の特徴 
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歴史的経緯から明らかなこと 

１. わが国の企業評価制度は公共工事の大部分が指名 
   競争入札により発注されていた時代に構築 
（業種別許可制度、指名基準（指名停止）、経審と 
   等級区分） 
２.一般競争入札導入後に発展 
（コリンズによる工事実績評価等） 

海外との比較で明らかになったこと 

１.建設業許可制度よりも登録制度が海外では一般的 
２.工事一件当りの上限額、あるいは工事の総額を定 
 めている事例はあるが、等級区分は海外にない 
３.したがって2年ごとの評価制度は海外にはない 
４.経営力と技術力は分けて評価 
５.実績（成績）重視は世界的傾向 

等級制の改善に向けて 

• 地域ブロック単位で統一化し、等級区分数を
最小限に 

• 工種分類を必要最小限に 

• 等級制の運用を弾力化 

• 災害対応等のため地元企業にある程度配慮 

• 履行能力を有する企業がより規模の大きい
工事へ参加しやすくするよう細分類の工種で
企業評価 
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ご静聴ありがとうございました 
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